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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のＬＥＤチップを有し、内視対象の管腔内に挿入される挿入部の先端に着脱可能な
ＬＥＤアダプタと、
　前記ＬＥＤアダプタに設けられ、前記複数のＬＥＤチップを支持するＬＥＤ支持ブロッ
クと、
　前記ＬＥＤ支持ブロックに一端を接続され、他端を前記ＬＥＤアダプタの後端面まで延
ばされている前記ＬＥＤ支持ブロックの熱を除去する第１の放熱部材と、
　前記挿入部の先端に設けられ、前記第１の放熱部材に密接する連結プラグと、
　前記挿入部内に設けられ、前記連結プラグに一端が接続され、他端が前記挿入部の基端
側に延出する第２の放熱部材と、
を備え、
　前記挿入部に、任意方向に湾曲操作可能な湾曲部が設けられ、
　前記湾曲部は、円周方向に沿って配置された複数の加圧室を有する柱状弾性部材によっ
て形成され、さらに前記湾曲部は、前記柱状弾性部材の前記複数の加圧室に高圧エアを選
択的に給排することによって湾曲操作され、
　前記柱状弾性部材は円筒状に形成され、
　円筒状に形成された前記柱状弾性部材の内周側には、径方向内側方向の変位を規制する
高熱伝導性の内コイルが配置され、
　前記第２の放熱部材の他端部は、前記内コイルに接続されており、
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　前記挿入部に前記ＬＥＤアダプタが取り付けられる時に、前記第１の放熱部材の他端が
前記挿入部の先端面に当接されることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の内視鏡装置であって、
　ペルチェ素子からなり、前記第１の放熱部材から伝達された熱が前記第２の放熱部材に
伝達されるよう促す熱伝達部を、前記連結プラグに付設したことを特徴とする内視鏡装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤによる照明手段を有し内視対象の管腔内に挿入される挿入部の先端に
着脱可能なＬＥＤアダプタを備える内視鏡装置に関する。
　本願は、２００４年１０月２５日に出願された日本国特許出願第２００４－３０９２８
１号について優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　工業用や医療用として使用される内視鏡装置は、管腔内に挿入される挿入部の先端側に
、観察若しくは撮像のための対物レンズ群が設けられ、管腔内の内視対象の周辺を照らし
出すための照明手段が設けられている。この照明手段としては、外部の光源の光を、光フ
ァイバーを介して対象物に照射するものが多く用いられている。近年、発光ダイオード（
本明細書においては「ＬＥＤ」と呼ぶ）を挿入部の先端に取り付け、そのＬＥＤの光によ
って内視対象の周辺を照射するものが開発されている（例えば、下記の特許文献１を参照
）。
【特許文献１】特開２００２－５６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ＬＥＤを用いる内視鏡装置においては、外径の小さい挿入部の先端に高熱を発するＬＥ
Ｄが配置されるので、ＬＥＤの熱を効率良く外部に逃がし、ＬＥＤの性能低下を回避する
工夫をしなければならない。
　近年、ＬＥＤのユニットをアダプタとして挿入部の先端部に脱着可能に取り付けること
が検討されているが、この場合には、別体のＬＥＤアダプタを挿入部に取り付けなければ
ならないので、ＬＥＤの放熱がさらに難しくなる。
【０００４】
　本発明は、ＬＥＤアダプタにおけるＬＥＤの熱を効率良く外部に放熱できるようにして
、熱によるＬＥＤの性能低下を回避することができる内視鏡装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の内視鏡装置は、複数のＬＥＤチップを有し、内視対象の管腔内に挿入される挿
入部の先端に着脱可能なＬＥＤアダプタと、前記ＬＥＤアダプタに設けられ、前記複数の
ＬＥＤチップを支持するＬＥＤ支持ブロックと、前記ＬＥＤ支持ブロックに一端を接続さ
れ、他端を前記ＬＥＤアダプタの後端面まで延ばされている前記ＬＥＤ支持ブロックの熱
を除去する第１の放熱部材と、前記挿入部の先端に設けられ、前記第１の放熱部材に密接
する連結プラグと、前記挿入部内に設けられ、前記連結プラグに一端が接続され、他端が
前記挿入部の基端側に延出する第２の放熱部材とを備え、前記挿入部に、任意方向に湾曲
操作可能な湾曲部が設けられ、前記湾曲部は、円周方向に沿って配置された複数の加圧室
を有する柱状弾性部材によって形成され、さらに前記湾曲部は、前記柱状弾性部材の前記
複数の加圧室に高圧エアを選択的に給排することによって湾曲操作され、前記柱状弾性部
材は円筒状に形成され、円筒状に形成された前記柱状弾性部材の内周側には、径方向内側
方向の変位を規制する高熱伝導性の内コイルが配置され、前記第２の放熱部材の他端部は
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、前記内コイルに接続されており、前記挿入部に前記ＬＥＤアダプタが取り付けられる時
に、前記第１の放熱部材の他端が前記挿入部の先端面に当接されることを特徴とする。
【０００６】
　本発明の内視鏡装置において、ペルチェ素子からなり、前記第１の放熱部材から伝達さ
れた熱が前記第２の放熱部材に伝達されるよう促す熱伝達部を、前記連結プラグに付設し
てもよい。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、ＬＥＤアダプタ内のＬＥＤチップで発された熱を、挿入部の先端部に
効率良く伝達することができる。したがって、ＬＥＤチップ周辺部での熱のこもりを無く
し、熱によるＬＥＤの性能低下を確実に回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の縦断面図であって、挿入部の先
端にＬＥＤアダプタが取り付けられた状態を示す（図４のＡ－Ａ断面に対応する）。
【図２】図２は、第１の実施形態の内視鏡装置が分解された状態を示す斜視図である。
【図３】図３は、第１の実施形態の内視鏡装置が組み立てられ、ケースに収納された状態
を示す斜視図である。
【図４】図４は、第１の実施形態の内視鏡装置に備わるＬＥＤアダプタを示す正面図であ
る。
【図５】図５は、第１の実施形態の内視鏡装置に備わるＬＥＤアダプタを示す分解斜視図
である。
【図６】図６は、第１の実施形態の内視鏡装置に備わる電極基板と導電ゴムとを重ね合わ
せた状態を示す斜視図である。
【図７】図７は、第１の実施形態の内視鏡装置に備わる挿入部先端を示す分解斜視図であ
る。
【図８】図８は、第１の実施形態の内視鏡装置に備わる挿入部先端を示す斜視図である。
【図９】図９は、第１の実施形態の内視鏡装置に備わる湾曲部を示す分解斜視図である。
【図１０】図１０は、本発明の第１の実施形態の内視鏡装置の縦断面図であって、挿入部
の先端にＬＥＤアダプタが取り付けられる前の状態を示す（図４のＡ－Ａ断面に対応する
）。
【図１１】図１１は、第１の実施形態の内視鏡装置の第１の変形例を示す縦断面図である
。
【図１２】図１２は、第１の実施形態の内視鏡装置の第２の変形例を示す縦断面図である
。
【図１３】図１３は、本発明の第２の実施形態の内視鏡装置に備わる挿入部先端を示す分
解斜視図である。
【図１４】図１４は、第２の実施形態の内視鏡装置に備わる挿入部先端を示す斜視図であ
る。
【図１５】図１５は、本発明の第３の実施形態の内視鏡装置の要部を示す縦断面図である
。
【図１６】図１６は、第３の実施形態の内視鏡装置の第１の変形例を示す分解斜視図であ
る。
【図１７】図１７は、第３の実施形態の内視鏡装置の第２の変形例を示す縦断面図である
。
【図１８】図１８は、第３の実施形態の内視鏡装置の第３の変形例を示す縦断面図である
。
【図１９】図１９は、第３の実施形態の内視鏡装置の第４の変形例を示す縦断面図である
。
【図２０】図２０は、本発明の第４の実施形態の内視鏡装置の要部を示す縦断面図である
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。
【図２１】図２１は、第４の実施形態の内視鏡装置の第１の変形例を示す縦断面図である
。
【図２２】図２１は、第４の実施形態の内視鏡装置の第２の変形例を示す縦断面図である
。
【図２３】図２３は、本発明の第５の実施形態の内視鏡装置の要部を示す縦断面図である
。
【図２４】図２４は、本発明の第６の実施形態の内視鏡装置の要部を示す縦断面図である
。
【図２５】図２５は、第６の実施形態の内視鏡装置の第１の変形例を示す縦断面図である
。
【図２６】図２６は、第６の実施形態の内視鏡装置の第２の変形例を示す縦断面図である
。
【図２７】図２７は、第６の実施形態の内視鏡装置に備わるレンズ支持ブロックの変形例
を示す斜視図である。
【図２８】図２８は、本発明の第７の実施形態の内視鏡装置を示す分解斜視図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１：挿入部、２：ＬＥＤアダプタ、３：湾曲部、９：連結プラグ、１３：ＬＥＤ支持ブ
ロック、１５：ＬＥＤチップ、２３：放熱線材（第１の放熱部材）、３３：加圧室、３４
：柱状弾性部材、３７：内コイル、４５，１４５，２４５：ペルチェ素子のシート（熱伝
達部）、４７：放熱線材（第２の放熱部材）
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　次に、本発明の各実施形態を図面に基づいて説明する。なお、各実施形態の説明では、
重複する部分については同一部分に同一符号を付し、説明を一部省略する。
【００３１】
　最初に、図１から図１０に示す第１の実施形態について説明する。
　図２および図３は、本発明の内視鏡装置の全体の概略構成を示す。図２および図３に示
すように、この内視鏡装置は、内視対象の管腔内に挿入される長尺な挿入部１と、挿入部
１が引き出されるボックス状の装置本体部５とを備えている。挿入部１はドラム４に巻き
取られ、ドラム４が装置本体部５に回転可能に収納されている。ドラム４を収納する装置
本体部５は、図２および図３に示すように、携行用の収納ケース６内に収容される。挿入
部１は、ほぼ全体が軟性管によって形成され、挿入部１の先端部の近傍には、装置本体部
５からの遠隔操作によって任意方向に湾曲させることが可能な湾曲部３が設けられている
。また、挿入部１の先端には、ＬＥＤによる照明手段を備えるＬＥＤアダプタ２が脱着可
能に取り付けられている。なお、図２に示すように、この内視鏡装置には交換用のＬＥＤ
アダプタ２Ａが用意されている。この交換用ＬＥＤアダプタ２Ａは、装置本体部５に設け
られた収納ポケット７に収納される。
【００３２】
　この内視鏡装置の挿入部１の先端には、撮像手段としてのＣＣＤ９０（図１参照）が設
けられている。そのＣＣＤ９０で捉えた画像の信号は、挿入部１の内部の信号線を通して
装置本体部５に内蔵された信号処理回路（図示せず）に出力される。信号処理回路で処理
された信号は、液晶パネル等の画像表示手段に映像として映し出される。なお、装置本体
部５には、前記信号処理回路の他、バッテリ電源に接続された主電源回路（図示せず）等
が内蔵されている。
【００３３】
　挿入部１の先端には、図１，図１０に示すにように、金属製の外筒９ａとＣＣＤホルダ
９ｂから成る連結プラグ９が設けられている。外筒９ａの後端部には、後述する湾曲部３
の前口金３０が接続されている。ＣＣＤホルダ９ｂの軸心部には、前述のＣＣＤ９０が取
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り付けられている。ＣＣＤホルダ９ｂの前端面には、ＬＥＤアダプ２側に電流を供給する
ための一対の電極１０ａ，１０ｂが、絶縁部材３１を介して取り付けられている。ＣＣＤ
ホルダ９ｂは、熱伝導性の高いアルミニウムや銅等の金属、あるいは窒化アルミニウム等
のセラミック材によって形成されており、外筒９ａの内周部に嵌合固定されている。
【００３４】
　ＬＥＤアダプタ２の略円筒状のアダプタハウジング１１の内部には、図１，図４，図５
，図１０に示すように、レンズ支持ブロック１２とＬＥＤ支持ブロック１３とが収容され
ている。レンズ支持ブロック１２は、全体がほぼ厚肉の円筒状に形成されており、内視対
象物の像をＣＣＤ９０上に結ぶための対物レンズ群１４がその内周部に取り付けられてい
る。一方、ＬＥＤ支持ブロック１３は、レンズ支持ブロック１２と同外径の孔あき円板状
に形成され、その前面側に複数のＬＥＤチップ１５が肉薄の絶縁性板状部材１６を介して
取り付けられている。ＬＥＤ支持ブロック１３は、熱伝導性の高いアルミニウムや銅等の
金属、あるいは窒化アルミニウム等のセラミック材によって形成されており、レンズ支持
ブロック１２の前面側に重合されている。
　また、絶縁性板状部材１６、ＬＥＤ支持ブロック１３、レンズ支持ブロック１２は、そ
れぞれの界面を熱伝導性の良い接着剤（例えばシリコン）によって接着されていてもよい
。
【００３５】
　また、絶縁性板状部材１６は、ＬＥＤ支持ブロック１３の前面と略同形状に形成されて
おり、その絶縁性板状部材１６には、一対の電極１７ａ，１７ｂと複数のＬＥＤチップ１
５とが、これらの前面を前方に露出させるようにして埋設されている。絶縁性板状部材１
６の前面側には、一対の電極１７ａ，１７ｂが、複数のＬＥＤチップ１５にワイヤボンデ
ィングによって結線されている。また、アダプタハウジング１１の前端部には、ＬＥＤチ
ップ１５の前方を覆う封止ガラス９１が取り付けられている。
【００３６】
　レンズ支持ブロック１２の背面には、略扇形の凹部１８が設けられ、その凹部１８に、
電極基板１９と導電ゴム２０とが重ね合わされた状態で収容されている。電極基板１９は
、導電ゴム２０の前面側に重合されており、導電ゴム２０の背面側の一対の電極端子（図
示せず）が導電ゴム２０に接触している。各電極端子には配線２１が接続されており、各
配線２１が、レンズ支持ブロック１２とＬＥＤ支持ブロック１３を貫通して各電極１７ａ
，１７ｂに接続されている。
　導電ゴム２０は、シリコンゴム等の絶縁性のゴム素材を有し、このゴム素材にニッケル
粒子や金メッキを施した金属粒子等の導電部材がドット状に埋設されている。導電ゴム２
０は、一般に、ドットタイプの異方導電性ゴムと呼ばれている。この導電ゴム２０は上記
のような構造を有するので、弾性体であるゴム素材を厚さ方向に押圧すると、その圧縮変
形によって高密度化した導電部材間の導電性が増し、それによって厚み方向の通電が許容
される。しかしながら、ゴム素材は絶縁部材であることから、ゴム素材の厚み方向以外の
方向（例えば、周方向）については絶縁状態が維持される。導電ゴム２０は、挿入部１に
ＬＥＤアダプタ２が接続された時に、その背面側から連結プラグ９の電極１０ａ，１０ｂ
が圧接されるので、連結プラグ９側の電極１０ａ，１０ｂとそれに対向する電極基板１９
上の電極端子とが相互に導通する。
【００３７】
　また、レンズ支持ブロック１２には、図１，図１０に示すように、軸方向に貫通する複
数の貫通孔２２が設けられており、その各貫通孔２２に、銅等の熱伝導性の高い金属から
成る放熱線材（第１の放熱部材）２３が挿通されている。本実施形態の放熱線材２３は、
複数の金属線が束ねられたワイヤや、１本の金属の棒材からなる。また、熱伝導性の高い
セラミックの棒材（例えば窒化アルミニウム）でもよい。金属線の一端は、ＬＥＤ支持ブ
ロック１３の背面に圧接状態で接続され、他端はレンズ支持ブロック１２の背面に剥き出
しにされており、ＬＥＤアダプタ２が挿入部１に接続されるときに連結プラグ９（ＣＣＤ
プラグ９ｂ）の先端面に当接する。なお、放熱部材２３は、１本の金属線であっても良い
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し、複数本の金属線であっても良い。また、本発明におけるＬＥＤアダプタ２と放熱線材
２３の接続とは、溶接等による部材相互の結合を意味するのではなく、単なる部材相互の
当接を含む熱伝導に関しての接続を意味する。
【００３８】
　また、レンズ支持ブロック１２の後端部には、段差状の拡径部２４ａを有する円筒壁２
４が延設されており、その円筒壁２４に、軸方向及び回転方向に変位可能な接続リング２
５が外嵌されている。この接続リング２５の一端部には、内向きフランジ２５ａが一体に
形成されており、この内向きフランジ２５ａと円筒壁２４の拡径部２４ａとによって接続
リング２５の軸方向変位が規制される。また、接続リング２５の内周面には、第１の雌ね
じ２６と第２の雌ねじ２７とが軸方向に所定距離だけ離間して設けられている。
【００３９】
　一方、連結プラグ９の外筒９ａの外周面には、固定用の雄ねじ２８が形成されており、
この雄ねじ２８に接続リング２５の第１の雌ねじ２６と第２の雌ねじ２７とを順次螺合す
ることにより、ＬＥＤアダプタ２が連結プラグ９に連結される。即ち、ＬＥＤアダプタ２
の接続リング２５を連結プラグ９の前端部に嵌合し、その状態のまま接続リング２５を所
定方向に回転させると、接続リング２５の軸方向変位が内向きフランジ２５ａと円筒壁２
４の拡径部２４ａとの当接によって規制される。そして、連結プラグ９の雄ねじ２８が第
１の雌ねじ２６に締め込まれ、次いで第２の雌ねじ２７に締め込まれる。そして、電極１
０ａ，１０ｂが導電ゴム２０に押圧された状態となり、連結プラグ９とＬＥＤアダプタ２
とが連結される。なお、第１の雌ねじ２６は、連結プラグ９の雄ねじ２８が第２の雌ねじ
２７に締め込まれた後には雄ねじ２８との螺合を解消するが、この第１の雌ねじ２６は、
雄ねじ２８と第２の雌ねじ２７の螺合が万が一緩んだときに脱落防止用のストッパとして
機能する。
【００４０】
　また、湾曲部３は、図１，図９，図１０に示すように、円周方向に沿って４つの加圧室
３３が形成された柱状弾性部材３４を主構成要素とする。この柱状弾性部材３４の各加圧
室３３に、配管チューブ３５が接続されている。各配管チューブ３５は、電磁バルブによ
ってエアの供給と排出の切り換えが可能な図示しないエア給排装置に接続されている。柱
状弾性部材３４はシリコン樹脂等から成り、全体は略円筒状に形成されている。
【００４１】
　柱状弾性部材３４の内周部には、柔軟性を有する材料から成る内チューブ３６と、内コ
イル３７とが内装されている。内コイル３７は、真鍮や銅等の熱伝導性の高い金属から成
り軸方向及び曲げ方向に変形可能である。また、柱状弾性部材３４の外周部には、柔軟性
を有する材料から成る外チューブが３８嵌合装着されている。なお、内チューブ３６およ
び外チューブ３８の両端部の近傍は、柱状弾性部材３４に固定されている。
【００４２】
　また、外チューブ３８の前縁部には前口金３０が結合され、後縁部には後口金３９が結
合されている。前口金３０は、前述のように連結プラグ９の外筒９ａの後端部に連結され
ており、後口金３９は、挿入部１基端側の軟性管（図示せず）に接続されている。そして
、外チューブ３８を介して相互に連結された前口金３０および後口金３９の外周面には，
軸方向及び曲げ方向に変形可能な金属製の外コイル４０が跨って装着されている。この外
コイル４０と前述の内コイル３６とは、柱状弾性部材３４の湾曲変形を許容しつつ、弾性
部材３４の径方向の膨張変形を規制する。また、前口金３０および後口金３９の外周面に
は、さらに外コイル４０の外側を所定の隙間を空けて囲繞する保護メッシュ４１が取り付
けられている。
【００４３】
　前述の連結プラグ９のＣＣＤホルダ９ｂは、図１，図１０に示すように、前部壁４２、
外周壁４３及び内周壁４４を残して後面側から円環状に肉抜きされた形状をなしており、
円環状の凹部の底面に、円板状の冷却部材として、例えばペルチェ素子のシート４５が付
設されている。このシート４５は、ペルチュ素子を埋設した柔軟性のあるシートであり、
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前部壁４２に密着する側が冷却面とされている。また、外周壁４３には、図７に示すよう
に、断面円弧状の複数の窪み部４６が長手方向に沿って形成されており、この窪み部４６
に、銅等の熱伝導性の高い金属から成る放熱線材（第２の放熱部材）４７が溶接されてい
る。この放熱線材４７は、ＬＥＤアダプタ２側の放熱線材２３と同じものである。この放
熱線材４７の固定される窪み部４６は、凹部の底面近傍位置まで延設され、凹部の底面に
前記シート４５が付設された状態において、放熱線材４７の先端部が窪み部４６による内
側屈曲領域を介してシート４５の背部の放熱面に接する。放熱線材２３、４７およびペル
チェ素子のシート４５は、それと接する部材の熱を取り除く熱除去部を構成する。なお、
図１，図１０中、４８は、シート４５内のペルチェ素子に電流を供給するための配線であ
る。
【００４４】
　また、放熱線材４７の一端はＣＣＤホルダ９ｂに連結され、放熱線材４７の他端は、図
１，図１０に示すように、略円筒状の連結部材４９に結合されている。連結部材４９は熱
伝導性の高いアルミニウム等の金属から成る。連結部材４９の外周面は湾曲部３の前口金
３０に嵌合され、連結部材４９の内周面には、内コイル３７の前端部が結合されている。
【００４５】
　上記のように構成された内視鏡装置においては、ＬＥＤアダプタ２内のＬＥＤチップ１
５で発生した熱は以下のようにして外部に放熱される。なお、ＬＥＤアダプタ２が接続リ
ング２５を介して挿入部１の先端に接続された状態においては、ＬＥＤアダプタ２側のレ
ンズ支持ブロック１２の背面は、挿入部１側の連結プラグ９の前面（ＣＣＤホルダ９ｂの
前部壁４２の前面に）に密着するように圧接されている。
【００４６】
　ＬＥＤチップ１５が点灯を続け、それによってＬＥＤチップ１５が加熱されると、その
熱は背部のＬＥＤ支持ブロック１３に伝達され、さらに熱伝導性の高い放熱線材２３を通
ってレンズ支持ブロック１２の背面側に伝達される。そして、放熱線材２３の後端部はレ
ンズ支持ブロック１２の背面側で挿入部１側のＣＣＤホルダ９ｂの前面に接触しているの
で、放熱線材２３の後端部に伝達された熱はその接触部を通してさらにＣＣＤホルダ９ｂ
へと伝達される。
【００４７】
　このとき、ＣＣＤホルダ９ｂでは、前部壁４２の背面に付設されたペルチェ素子のシー
ト４５が熱交換を行い、前部壁４２の前面側から後方側への熱伝達を促す。このため、前
部壁４２に伝達された熱はシート４５の後方空間に放熱され、ＣＣＤホルダ９ｂの外周壁
４３の後端方向に積極的に伝達される。そして、外周壁４３に伝達された熱は放熱線材４
７に伝達され、さらに放熱線材４７から連結部材４９を介して湾曲部３の内コイル３７へ
と伝達される。そして、内コイル３７に伝達された熱は長尺な挿入部１の基部側空間に逃
がされる。
　なお、ペルチェ素子４５に代えて別の冷却部材を採用してもよい。例えば、熱伝導性の
高い銅やアルミニウム等の金属、窒化アルミニウム等のセラミック、放熱用シリコンや放
熱用アクリルゴムシート等の樹脂が挙げられる。この場合、前部壁４２により広い範囲で
接触している部材に熱を逃がして熱源を冷却する。
【００４８】
　以上のように、この内視鏡装置は、ＬＥＤアダプタ２内のＬＥＤチップ１５で発生した
熱を熱伝導性の高い放熱線材２３を介して挿入部１の先端の連結プラグ９に効率良く伝達
することができるので、ＬＥＤアダプタ２内に熱がこもり、それによってＬＥＤチップ１
５の性能低下を来たす不具合を防止することができる。したがって、この内視鏡装置によ
れば、ＬＥＤの過熱問題を解消でき、挿入部１およびＬＥＤアダプタ２を小径化すること
ができる。
【００４９】
　また、本実施形態の内視鏡装置において、挿入部１先端の連結プラグ９に放熱線材４７
が連結され、その放熱線材４７を通して挿入部１の基部側に熱が伝達され易くしているた
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め、挿入部１の熱をより広い範囲で効率良く外部に逃がすことができる。特に、本実施形
態においては、連結プラグ９のＣＣＤホルダ９ｂ内にペルチェ素子のシート４５が付設さ
れ、そのシート４５による熱交換作用を利用して挿入部１後方側への熱伝達を積極的に促
すので、より効率の良い放熱を行うことができる。
【００５０】
　また、本実施形態においては、柱状弾性部材３４の加圧室３３にエアを給排することで
湾曲操作を行う湾曲部３の構造が採用されているので、連結プラグ９に伝達された熱は柱
状弾性部材３４で遮断され易くなる。しかしながら、この内視鏡装置では、放熱線材４７
の端部を、連結部材４９を介して湾曲部３内の熱伝導性の高い内コイル３７に連結するの
で、柱状弾性部材３４によって熱伝達が遮断されることなく、挿入部１の基部側のより広
範な領域に熱を確実に逃がすことができる。
【００５１】
　ところで、上記第１の実施形態においては、レンズ支持ブロック１２に貫通孔２２が形
成され、その貫通孔２２に放熱線材２３が挿通されているが、図１１に示す本実施形態の
第１の変形例のように、貫通孔２２を有さない中実なレンズ支持ブロック（熱伝導部材）
１１２を設けても良い。レンズ支持ブロック１１２は、ＬＥＤアダプタ２の外装部材であ
るアダプタハウジング１１の内側に配置されている。ＬＥＤ支持ブロック１３およびレン
ズ支持ブロック１１２は、アルミニウムや銅等の金属、あるいは窒化アルミニウム等のセ
ラミック材からなり、その熱伝導性は、ステンレス製のアダプタハウジング１１よりも高
い。
　また、図１２に示す本実施形態の第２の変形例のように、ＬＥＤ支持ブロック１３とレ
ンズ支持ブロック１１２とを一体化してＬＥＤ－レンズ支持ブロック（熱伝導部材）１１
３を設けても良い。ＬＥＤ－レンズ支持ブロック１１３は、アルミニウムや銅等の金属、
あるいは窒化アルミニウム等のセラミック材からなり、その熱伝導性は、ステンレス製の
アダプタハウジング１１よりも高い。
【００５２】
　上記のいずれの変形例においても、ＬＥＤチップ１５で発せられた熱は、ＬＥＤアダプ
タ２の外部に散逸するのではなく、レンズ支持ブロック１２、またはＬＥＤ－レンズ支持
ブロック１１３を介して挿入部１の前部壁４２に伝達され、挿入部１を通して外部に逃が
される。
【００５３】
　上記の第１の実施形態においては、ＣＣＤホルダ９ｂの前部壁４２の背面に円板状のペ
ルチェ素子のシート４５が付設されているが、図１３および図１４に示す第２の実施形態
のように、ペルチェ素子のシート１４５を矩形状に形成し、そのシート１４５を円筒状に
変形させ、冷却面が径方向内側に向くようにしてＣＣＤホルダ９ｂの外周壁４３の内面に
付設するようにしても良い。この場合には、ＣＣＤホルダ９ｂの軸心部から径方向外側方
向への熱伝達がシート１４５によって促されるので、ＬＥＤアダプタ２から伝達された熱
を放熱線材４７に効率良く伝達することができる。さらに、ＣＣＤホルダ９ｂの軸心部の
ＣＣＤ９０で発された熱も同時に放熱線材４７に向けて確実に逃がすことができる。
【００５４】
　以下、本発明のその他の実施形態について続けて説明する。
　本発明の第３の実施形態の内視鏡装置は、図１５に示すように、ＬＥＤアダプタ２内の
絶縁性板状部材１６とＬＥＤ支持ブロック１３の間に、ペルチェ素子のシート４５が介装
されている。そして、絶縁性板状部材１６上のＬＥＤチップ１５からＬＥＤ支持ブロック
１３への熱伝達が、ペルチェ素子のシート４５による熱交換作用によって促される。さら
に、ＬＥＤチップ１５の背面側が積極的に冷却される。
【００５５】
　なお、図１５においては、ペルチェ素子のシート４５に絶縁性板状部材１６が張り合わ
されているが、両者が一体化され、ペルチェ素子が絶縁性板状部材にＬＥＤチップ１５や
電極１０ａ，１０ｂ等と共に埋設されていても良い。また、図１５においては、ペルチェ
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素子用の配線とＬＥＤチップ１５に対する配線２１が共用されているが、図１６に示す本
実施形態の第１の変形例のように、ペルチェ素子用の配線５５とＬＥＤチップ１５用の配
線２１とが別に設けられても良い。
【００５６】
　また、図１７に示す本実施形態の第２の変形例のように、貫通孔２２を有さない中実な
レンズ支持ブロック１１２を設けても良い。レンズ支持ブロック１１２は、ＬＥＤアダプ
タ２の外装部材であるアダプタハウジング１１の内側に配置されている。ＬＥＤ支持ブロ
ック１３およびレンズ支持ブロック１１２は、アルミニウムや銅等の金属、あるいは窒化
アルミニウム等のセラミック材からなり、その熱伝導性は、ステンレス製のアダプタハウ
ジング１１よりも高い。
【００５７】
　また、図１８に示す本実施形態の第３の変形例のように、ＬＥＤ支持ブロック１３に、
貫通孔２２に連通する貫通孔１３ａを形成する。さらに、ペルチェ素子のシート４５に代
えて、熱伝導部材１４５を設ける。熱伝導部材１４５には、貫通孔２２，１３ａに挿通さ
れる放熱部１４５ａが一体的に形成されている。放熱部１４５ａの後端面は、レンズ支持
ブロック１２の背面とほぼ同位の平面状に形成されており、ＬＥＤアダプタ２が挿入部１
に取り付けられると、放熱部１４５ａの後端面は、挿入部１の前部壁４２に接する。熱伝
導部材１４５は、アルミニウムや銅等の金属、あるいは窒化アルミニウム等のセラミック
材からなる。これにより、ＬＥＤチップ１５で発せられた熱は、ＬＥＤアダプタ２の外部
に散逸するのではなく、主に熱伝導部材１４５を介して挿入部１の前部壁４２に伝達され
、挿入部１を通して外部に逃がされる。なお、放熱部１４５ａは１本であっても良いし、
複数本であっても良い。
【００５８】
　また、図１９に示す本実施形態の第４の変形例のように、熱伝導部材１４５の放熱部１
４５ａの後端をレンズ支持ブロック１２の背面から突き出させる。一方、挿入部１の前部
壁１４２には、ＬＥＤアダプタ２が取り付けられたときに放熱部１４５ａの後端を隙間な
く挿入される凹部１４２ａを形成する。放熱部１４５ａの後端を凹部１４２ａに挿入する
ことで、放熱部１４５ａと連結プラグ９との間の熱の授受が行われ易くなるので、ＬＥＤ
チップ１５で発せられた熱が、挿入部１の前部壁４２に効率よく伝達される。
【００５９】
　図２０に示す第４の実施形態では、ＬＥＤ支持ブロック１３とレンズ支持ブロック１２
の外周面に、ペルチェ素子のシート１４５ｂが付設されている。ペルチェ素子のシート１
４５ｂにより、両ブロック１３，１２からアダプタハウジング１１への熱伝達が促される
。
【００６０】
　図２１に示す本実施形態の第１の変形例のように、ペルチェ素子のシート４５に代えて
、同じ形状の熱伝導部材１４７を設ける。熱伝導部材１４７は、レンズ支持ブロック１２
およびＬＥＤ支持ブロック１３とアダプタハウジング１１との間に介装されることによっ
てレンズ支持ブロック１２およびＬＥＤ支持ブロック１３と密に接する。熱伝導部材１４
７は、導電性ゴム、シリコンゴムまたはアクリルゴム等の樹脂材からなる。アダプタハウ
ジング１１は、アルミニウム等の金属からなり、その表面には、ハードアルマイト処理等
によって保護層１４８が形成されている。保護層１４８は、傷ついたり削れたりし易いア
ルミニウム製のアダプタハウジング１１の表面を保護する。
　ＬＥＤチップ１５で発せられた熱は、ＬＥＤ支持ブロック１３、熱伝導部材１４７を介
してＬＥＤアダプタ２の周囲に放射状に散逸する。
　なお、熱伝導部材１４７を、上記の樹脂材ではなく、銅等のやわらかく熱伝導性の高い
金属とし、この熱伝導部材１４７をレンズ支持ブロック１２およびＬＥＤ支持ブロック１
３とアダプタハウジング１１との間に圧入する等して変形させて押し込んでも良い。
【００６１】
　また、図２２に示す本実施形態の第２の変形例のように、ＬＥＤ支持ブロック１３およ
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び熱伝導部材１４７に代えて、両者を一体化した形状の熱伝導部材２１３を設ける。熱伝
導部材２１３は、アルミニウムや銅等の金属、あるいは窒化アルミニウム等のセラミック
材からなる。
　ＬＥＤチップ１５で発せられた熱は、熱伝導部材２１３を介してＬＥＤアダプタ２の周
囲に放射状に散逸する。
【００６２】
　また、図２３に示す第５の実施形態では、ペルチェ素子のシート２４５が透明な樹脂材
料をベースにして形成されており、そのシート２４５が封止ガラス９１の裏面に接着され
ることによって封止ガラス９１の前面からの放熱が促される。この場合、ペルチェ素子へ
の通電は、ＬＥＤチップ１５用の電極１０ａ，１０ｂの前面に配置された導電ゴム２２０
（前述した導電ゴム２０と同機能、同構造）を介して行われる。
【００６３】
　図２４に示す第６の実施形態では、ＬＥＤ支持ブロック１３とレンズ支持ブロック１２
の間に、ペルチェ素子のシート４５が介装されており、放熱線材２３の前端部が、シート
４５を介してＬＥＤ支持ブロック１３の背面に接続される。この場合、ペルチェ素子のシ
ート４５による熱交換作用によってＬＥＤ支持ブロック１３から放熱線材２３への熱伝導
が促されると共に、レンズ支持ブロック１２を介してＬＥＤアダプタ２の外周側への放熱
が促される。
　また、本実施形態においては、レンズ支持ブロック１２の外周面に、複数の溝５６が形
成されることによってレンズ支持ブロック１２の放熱性が高められている。
【００６４】
　図２５に示す本実施形態の第１の変形例のように、ペルチェ素子のシート４５に代えて
、同じ形状の熱伝導部材１４９を設ける。熱伝導部材１４９には、貫通孔２２に挿通され
る放熱部１４９ａが一体的に形成されている。放熱部１４９ａの後端面は、レンズ支持ブ
ロック１２の背面とほぼ同位の平面状に形成されており、ＬＥＤアダプタ２が挿入部１に
取り付けられると、放熱部１４９ａの後端面は、挿入部１の前部壁４２に接する。熱伝導
部材１４９は、アルミニウムや銅等の金属、あるいは窒化アルミニウム等のセラミック材
からなる。
【００６５】
　また、図２６に示す本実施形態の第２の変形例のように、ＬＥＤ支持ブロック１３およ
びペルチェ素子のシート４５に代えて、両者を一体化した形状の熱伝導部材１５０を設け
る。熱伝導部材１５０には、貫通孔２２に挿通される放熱部１５０ａが一体的に形成され
ている。放熱部１５０ａの後端面は、レンズ支持ブロック１２の背面とほぼ同位の平面状
に形成されており、ＬＥＤアダプタ２が挿入部１に取り付けられると、放熱部１５０ａの
後端面は、挿入部１の前部壁４２に接する。熱伝導部材１５０は、アルミニウムや銅等の
金属、あるいは窒化アルミニウム等のセラミック材からなる。
【００６６】
　上記のいずれの変形例においても、ＬＥＤチップ１５で発せられた熱は、ＬＥＤアダプ
タ２の外部に散逸するのではなく、主に熱伝導部材１４９、または熱伝導部材１５０を介
して挿入部１の前部壁４２に伝達され、挿入部１を通して外部に逃がされる。
【００６７】
　図２７に示す本実施形態の変形例のように、レンズ支持ブロック１２の外周側に軸方向
に沿う複数のフィン５７が形成され、そのフィン構造によってレンズ支持ブロック１２の
放熱性が高められても良い。
【００６８】
　また、図２８は、本発明の第７の実施形態を示す。本実施形態は、挿入部１先端の連結
プラグ９の前面に、シリコン等の熱伝導性の高い弾性材料から成る熱伝達シート５８が取
り付けられ、ＬＥＤアダプタ２の背面と挿入部１の先端との密着性が高められている。こ
のようにして、ＬＥＤアダプタ２の背面と挿入部１の先端との密着性が高められると、Ｌ
ＥＤアダプタ２側の放熱線材２３を通して熱がより確実に挿入部１側に伝達される。
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【００６９】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明は上記の実施形態に限定される
ことはない。本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、構成の付加、省略、置換、およびその他
の変更が可能である。本発明は前述した説明によって限定されることはなく、添付のクレ
ームの範囲によってのみ限定される。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明の内視鏡装置は、工業用や医療用として好適に利用される。
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